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情報化社会の発展とともに通信ネットワークの伝送容量は

年々拡大しつづけており、光ファイバによる高速・長距離の

信号伝送と、中継ノードにおける光信号の経路切り替えが

可能なフォトニックネットワークシステムが重要となってきて

います。

将来に向けて、光ファイバ通信の伝送容量をさらに拡大する

ための技術や、光信号の経路を効率的に切り替えるための

技術を研究しています。

①マルチモード光ファイバ伝送

②マルチコア光ファイバ対応ノード

③光スイッチ

光ファイバの1つのコア内に基本モード
だけでなく、高次の伝播モードを多重す

ることによって、信号伝送容量を拡大

するための研究を行っています。

複数のコアを有する光ファイバ（マルチコア光

ファイバ）が接続された中継ノードにおいて、

各コア中を伝送される波長多重信号の経路を

自在に切り替えるための波長クロスコネクトや

波長集約光スイッチの構成法について研究を

行っています。

光信号を一旦電気信号に変換することなく

光信号のまま経路を切り替える光スイッチに

ついて、光導波路型や空間光学型など種々

の構成法の研究を行っています。
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